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平成17年度 医療のIT化に係るコスト調査  

一 中間報告（案）一  

1．調査の概要   

く1）調査の目的  

○ 医療のIT化は、1）標準化・透明化された医療情報を国民に提供し、医療機関とし   

ての説明責任を果たすこと、2）医療の安全性の向上、3）医療情報の共有による地   

域の医療資源利用の適正化、4）院内システムの効率化（ペーパーレス化の実現、在   

庫の適正化など）－といった課題に応えるための手段として、現在その重要性を増  

している。   

○ しかしながら、医療の各種ITシステム（電子カルテ、オーダリングシステム、 画   

像ファイリングシステム、レセプト電算処理システム等）の導入・維持には、相当   

程度のコストを要するにもかかわらず、コスト規模に見合う効率化等が実際に達成  

されているかについての検証は未だ少ない。   

○ そこで、本調査は、医療のIT化に伴うコスト（導入に伴う追加的コスト／削減可  

能なコスト）の実態を把握し、診療報酬体系における評価の在り方について検討す  

るための資料を作成するとともに、今後の医療のIT化の推進方策を検討するための  

基礎資料を得ることを目的とするものである。   

○ 平成17年度においては、医療のIT化として先進的な取り組みを行っている医療機  

関等を対象に、ITに係るコストの範囲等を明らかにするとともに、ITの導入効果の  

測定指標等を確立することを目的とする。さらに平成18年度には、より幅広い医療  

機関等を対象として、医療のIT化に係るコスト調査を実施するものとする。  

（2）調査の対象   

○ 病院、一般診療所、歯科診療所、保険薬局を調査対象とする。  

○ いわゆる先進的な取り組みをしている病院を10施設程度、一般診療所、歯科診療   

所、保険薬局も各5施設程度を選定し、ヒアリング調査を実施する。   



（3）調査の内容   

○ 本調査では、以下の①～⑧に掲げる内容についてヒアリング調査を行っていると   

ころである。  

①基本情報   

調査施設の基本的な状況（病床数、入院・外来の状況、職員の状況、承認等の状況、   

診療報酬点数の算定状況）を把握。なお、入院患者数、外来患者数、職員数につい   

ては、平成13年～17年までの5カ年における各年9月時点の状況の推移を把握する。   

②収支情報   

平成13年～16年度における医業収入、医業費用の推移を把握する。   

③資産情報   

平成13年～16年度における流動資産（医薬品、診療材料、給食用材料、貯蔵品）、   

固定資産（医療用器械備品、その他器械備品、ソフトウェア）の推移を把握する。   

④ 一丁システム・機器概況情報   

電子カルテ・オーダリングシステム・各部門システムの稼動状況（稼動中／開発中   

／計画中／予定なし）の概況を把握する。  

⑤院内のシステム導入一運用に関する検討体制   

院内ITシステムの運用・管理を担当する専門部署の状況、ベンダー （コンピュータ   

ーシステムのメーカー等をいう）のサポート体制を把握する。また、システム運用   

等に係る院内検討委員会・ワーキンググループ等の組織・開催状況を把握する。   

⑥lTシステム・機器個別情報   

システム種類ごとに、契約形態、契約内容、システム構成、導入時期・方法・目的、   

導入前の状況、導入コスト（初期投資・調達方法・維持費用）、院内体制の変更、導   

入効果（削減コスト、安全性の向上、在庫の適正化、稼働率の向上）、システム導入   

の評価について把握する。   

⑦診療報酬請求のための入力項目とシステム化の状況   

レセプト電算処理への対応状況に着目し、レセ電導入に要するコスト（各種マスタ   

ー整備のための経費など）及びレセ電導入によるコスト節減効果を把握する。さら   

に、レセ電データの作成方法（紙伝票から手入力／オーダリングシステムからのデ   

ータ取得／その他システムからのデータ取得）の実態を把握する。   

⑧DPC対応の状況   

DPCへの対応状況に着目し、DPC導入に要するコスト（コーディング、レセプト作   

成のためのシステム導入経費など）及びDPC導入によるコスト節減効果を把握する。  
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